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◆VCN°17 ドメーヌ・ド・ベル・エール

⽣産地⽅︓トゥーレーヌ

新着ワイン 3種類♪

VdF ペティアン・ナチュレル ソーダリット2009（⽩泡）
超個性的なペティアン登場︕樽熟 6ヶ⽉プラス瓶熟になんと 57 ヶ⽉もかけている︕あまりにも熟成が⻑いの

で、ペティアンというより、スティルワインというイメージがある。シュナンブラン 40％のうちの半分はボト
リティスのブドウが⼊っているが、出来上がったワインは残糖 3 g/L とほぼ完全発酵に近いところまで糖を⾷い
尽くしている︕⾹りも味わいも複雑で、ともすれば⾟⼝の酒精強化ワインを飲んでいるような酒質の強さ感じる
アダルトなペティアンだ︕

VdF ペティアン・ナチュレル ロゼ･デ･サーブル2011（ロゼ泡）
ジョエルのペティアンには珍しく、残糖ゼロのエクストラブリュットに仕上がっている︕ペティアンなのに瓶

熟期間が 32 ヶ⽉とシャンパーニュ並みの⻑い熟成を経ている。泡⽴ちも細かく勢いがあり、複雑な味わいなが
ら、シャープな切れ味もある。ダシや醤油を使った⽇本料理と相性が良さそう︕

VdF エピドット2010（⽩）
樽で2年、プラスタンクで 1年熟成させたスーパーソーヴィニョンブラン︕ウィヤージュは樽熟 1年⽬だけ⾏

い、2 年⽬はワインに全く⼿を付けず熟成させている。ジョエル⽈く、樽の⽬減りが少なかったので途中からウ
ィヤージュをやめたとのこと。実際飲んでみると分かるが、酸化による⾹りや⾵味はほとんどなく、⾊合いも⻘
みがかっていてフレッシュな印象を与える︕それでいて、味わいは塩⾟いくらいの旨味エキスがギュッと詰まっ
ていて、もう飲みごたえ⼗分︕

ミレジム情報 当主ジョエル・クルトーのコメント
2009年は、収穫にたどり着く前に畑がかなりのダメージを受けてしまったため、収穫量が去年の約半分まで減

ってしまった…。5⽉ 6⽉は 2ヶ⽉間⾬天の⽇が続き、そのためブドウの約 50%がミルデュの被害に遭ってしま
い、収穫直前に約 10％害⾍の被害があり、当初の予定より 60％も収量が減ってしまった︕︕8⽉初旬にテゼの地
域を⼤粒の雹が襲い、私のすぐ隣のヴィニョロンは壊滅だったが、私の畑は幸いにも僅か 200 mの距離の差で雹
の被害を逃れることができた。収穫は粒単位の選果が必要だったが、10⽉までしっかりと完熟を待ったブドウに
は半分以上に貴腐が付いた。
2010年は、夏が涼しく、ブドウの⽣育スピードも例年より 1週間ほど遅かった。春は⾮常に穏やかで、開花も

順調だったのだが、7⽉に⼊り豪⾬などをぐずついた天気が 2⽇おきくらいの割合で続いたために、ブラックロッ
ト（⿊痘病）とミルデュが畑に蔓延し始めた。この時点で 40％減。その後の 8⽉に⼊り、気温は涼しいながらも
⾬が降らなかったおかげで被害の拡⼤を免れることができた。その後は、天候にも恵まれ、最終的には酸のしっか
り乗った完熟したブドウを収穫することができた。
2011年は、全体的にブドウが早熟で収量も多く、個⼈的にはとても満⾜の⾏く年だった。春が夏のように暑く、

開花は例年よりも1ヶ⽉ほど早かった。7⽉後半から8⽉中旬にかけて少し天候が崩れたが、それ以降は収穫終わ
りまで良い天候に恵まれた。収穫したブドウは全て超完熟だったにもかかわらず、選果の必要のほとんどない⾮常
に良い状態のまま収穫することができた。



「ヨシ」のつ・ぶ・や・き
ジョエルのワインが久々に登場︕今回リリースするワインも、彼の貴重なストックの中から我々のために特別に

押さえてくれたものばかり︕今やあの世界⼀のレストランnomaにもオンリストされるなど、あらためて再注⽬さ
れつつあるジョエルのワイン︕だが、当の本⼈は世の中の注⽬はどこ吹く⾵…。仙⼈のようにひっそりと、まるで
そこだけ時代が⽌まったような変わらない⽣活を送っている。
ワインは、2008 年から完全 SO2無添加に変わり、さらに 2010 年には⻑期熟成のスタイルへと変容を遂げ、⼰

の個性を確⽴したジョエル。以前は 6.8 ha ある畑のうち、5.5 ha 分のブドウは他のヴァンナ・チュール⽣産者に
売買し、1.3 ha で⾃社ワインを造っていたが、現在はドメーヌの割合を少し増やし、2 ha 分のワインを仕込んで
いる。だが、注⽬を浴びつつある彼の出⿐をくじくかのように、ここ近年凶作が続き、彼の⽣活も決して楽ではな
さそうだ…。（2014年はミルデューの被害で収穫がゼロだった︕）かといって、焦ってワインを売るようなこと
はしないので、当分新しいワインのリリースはなさそうだ。今回⽩とペティアンのみのリリースだが、現在の彼が
どのように⾚ワインを仕上げてくるのか楽しみでならない︕︕2015年の適正収量を願いながら、次回のリリース
を⼼待ちにしたいと思う。

（2015.2.4.のドメーヌ突撃訪問＆2015.1.11 の突撃電話より）


